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たとえば容器の半径- o･1C-,振動数 [1･6×T ]-1sec-1で減衰は最大にな｡減衰率は

10~2×(Is/In十C)程度となる(Is,In十Cはそれぞれ超流体,常流体+容器の慣性能率である)｡

外からの作用として回転振動のかわ りに振動磁場を与えても似たことがおこる｡これは

dvectorは磁場の方向と垂直になろうとし.dvectorとlvectorは平行になろうとするから

である｡磁場を円筒の軸の方向にかけ,dipolelockをこわさない程度の磁場とすると,磁場に

対するtextureの応答は殆んど前の場合と同様に扱える｡今度は磁場によりtextureがひずみ

をうけ,それに伴って超流体部分が振動的な角運動量をもつので,全体の角運動量を保存する

ように (容器+常流体 )が回転振動を始める｡全体が全く自由に回転できるとすれば,この振

動の振巾はR～0.1cm,磁場の振動数-(Tc/27EA)sec~1とすると10~4×(Is/Zn.C)(R/L*)2

(H/H*)2,ad程度になる(L*はdipolecoherencelength,H*はdipolefieldの程度 )0

このような実験が可能であるならば,textureに関する一つの情報が得られることになり有益

であろう｡

Helicaltextureの安定性
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3HeA相で超流動の流れがある状態は,温度が低くなるとともに,又流れに平行な磁場の強

さとともを羊,通常の均一状態が不安定となり,helicaltextureなる周期構造が安定化する~と思

われているが,更に進むとその構造が不安定になることがFetterにより指摘されている｡次に

安定化する状態の決定はcapillary中の流れの臨界流速,圧力差等の評価に役立っと思われる｡

変分による定式化を報告する｡おそらく,helixのピッチの周期的変動,部分的に倒れ角が打に

なって方位角のとびを許して流れの減衰をもたらすと考えている｡

零 音 波 の最 近 の問題
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RPA的な措像が殆んど正しい場合になっている零音波と集団励起の結合する励起の記述を,
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液体 3Heの新しい側面

音速が大きいことを用いると一見流体力学的な方程式の組で置き換えることができる｡それは,

フェルミ面上の粒子分布の低次モーメントだけが重要になるからである｡その方程式 (W61fle,

LT 15)に基いて最近の実験の論文1)･2)は書かれてV.､るO Ginzburg-Landau自由エネルギ｣

の4次の項に相当する非線形ポテンシャルをっけ加えると,最近のコ-ネル大での非線形 (ソ

リトン的 )伝播の実験3)が説明できるのではあるまいか｡
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磁場中の3He-Bのcollectivemodeに対する

Fermiliquid collections
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最近,Avenel,Varoquaux,andEbisawal)によって,3He-Bのゼロ音波軟収のピーク2)･3)

が磁場をかけることにより5つに分裂することが発見された｡このことによって,吸収が全角

運動量J-2のcollectivemodeの励起に対応 していることが確かめられた ｡ 3fI｡-Bのcol-

1ectivemode柱,∫-0,1,2のそれぞれ "Real"と"Imaginary"の固有モー ドに分類できる

ことが知られているが,以前から知られていたピークが振動数W-Jうち万AのJ-2imagina-

rymodeで,新 しくみつけられたピークがa,-諭 万 AのJ-2realmodeであると考えられ

ている｡

我々は,3He-Bのcollectivemodeを磁場の 1次のオーダーまで解き,振動数 とランデ因

子に対するフェルミ流体補正を求めた｡有効磁場に対するFoaとF2aによる補正のほかに, I-2

のcollectivemodeは,/-2のランダウパラメタ一による補正をうける｡ 全角運動量Jと,そ

の磁場方向の成分 Jzによってあらわされたcollectivemodeの振動数a'(J･Jz)は,次のように求

められた ｡

Realmodeに対 しては,
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